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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告

経営の真の評価は、随分年月が経ってから成されるものだ。
人目が気になって、気を緩めれば落としどころを探ってしまっていた私が、社長業務に従事してから通算１８年となる。

2000年米国ＮＹにて、現地法人立ち上げの使命を負って初めて社長になった。清算会社の社員を若干名引き継いでのスタートであった。
問題含みの社員が混じっており、いきなり訴訟リスクを負ってさんざん苦労した。現地の弁護士は、本国に累が及んではいけないから
書面のやり取りはせず、現地で意思決定を完結せよという。本部の上席は、ミスコミュニケーションを避けるためにメール報告を求め
てくる。色々迷いながらも、最後は自己判断で、非公式な口頭報告を押し通した。本人はグループのリスク削減のために頑張っている
つもりでも、見る人によっては頑固者に映ったのではないか。情報開示を法的に制限されており言い訳できないのは歯がゆかった。社
長とは因果な商売である。
翌年には、米国同時多発テロが発生し、続いて炭疽菌を同封した郵便物が各地に送りつけられるなど、世の中は不安の渦中にあった。
社長の責務は、もちろん何にも優先して社員の命を守る事にある。但し、少しでも状況が落ち着いてきたら、ビジネスの成長も止める
わけにはいかない。社員には心身の安全も経済的支えも必要なのだ。表向きは明るく顔を上げて、この不安定な両立を必死に模索した
ものだ。あれからもう２０年経つのか。
2008 年リーマンショック直後に、欧州系資産運用機関の日本法人社長になった。お恥ずかしいことに、グループ会社がサブプライム
危機で巨額損失を計上し、厳しい信用リスク状況にあることを薄々察知していた。部下からは、“本当に大丈夫なのか？何か隠してい
るのではないか？” と突き上げられることもあった。彼等もまた顧客に叱責、詰問されていたから、その心情は痛いほどよくわかる。
でも言えないことは言えない、孤独な時間が長かった。
そして 2013 年、生来の性格からは程遠いが起業、人財アジアを設立した。自社を「誇り高き零細企業」と称する通り、無い無いづく
しの中で人財育成に没頭する支えになっているのは、“次世代人財の成長に貢献する” という理念に尽きる。生徒の皆さんや講師陣、
そして社員に恵まれて質的成長を続けているが、激動の時代には常に一寸先は闇と考えるのがポリシーだ。落とし穴がないか常に身構
えているので、緊張感は絶えない。
社長に必要な要件は何か？　理念、覚悟、戦略、徹底力、細心にして大胆な決断力、人を思う心と仲間、孤独に耐える強さ・・・人によっ
て列挙する内容は少なからず異なる。ただ、最後に多くの経営者が共通して加えるものがあるとしたら、“時の運” ではないか。経営
の真の評価は、随分年月が経ってから成されるものだと私は考えている。だから皆、いまは理念を信じて突き進むのみ。
本日寄稿くださった横山さんからは、夢を語る大切さを学んだ。余裕なく眉間に皺を寄せてしまいがちな私には、本当に深い助言だった。
怖くもあり、優しくもあり、そんな大先輩である。

What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

社長に必要な要件は何か？　・・・人によって列挙する内容は少なからず異なる。
ただ、最後に多くの経営者が共通して加えるものがあるとしたら、“時の運” ではないか。
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社長の責務は、
もちろん何にも優先して
社員の命を守る事にある。



社会的使命の全う

　　　　　株式会社人財アジア
〒100-0005 東京都 千代田区丸の内 1-8-3 丸の内トラストタワー本館 20 階

［TEL］03-6300-6460　［Mail］info@eat-star.asia

特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。

日本郵便株式会社
元 代表取締役社長　
横山 邦男　氏
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B-EAT
福岡クラスの授業にB-EATの Elliot Conti さんが参加

ビジネス予備校の OB/OG による地域を超えた繋がり

What s up?
前橋　智明
TOMOAKI MAEBASHI
EAT ビジネス予備校 　東京クラス（1期生）
ピクテ投信投資顧問株式会社
資産管理アドバイザリー本部長 兼
投信営業第二部長  兼  経営企画室長

皆さん、お元気ですか？私は外資系企業に転職して約３年
がたちました。少人数で幅広い仕事を進めるので、とても
忙しいのですが、楽しい日々を送っています。
ところで、コロナ禍で大きな変革が起きている中で、どう
自分を高め、周りを高め、世の中を良くして行こうと考え
たときに、改めて「GRIT」（やり抜く力）がより大切だと
感じています。EAT 卒業生として、これからもお互いそれ
ぞれの目標に向かって挑戦してまいりましょう！

8月に行われた EAT ビジネス予備校福岡クラスの授業に、東京クラス 4期生の Elliot Conti さん
が参加されました。Elliot さんは現在、キッザニア福岡の立ち上げプロジェクトリーダーとして
福岡に赴任されています。急遽でしたが、キッザニアとコラボレーションするのであれば、どん
な事業が自社で展開するのか等の意見交換が活発に行われました。
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横山 邦男 氏より、
直筆の原稿にて
ご寄稿頂きました。


